




する事により改善がみられた。今後家族に対しても

より一層の調理指導が必要であると考えられた。
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Fig. 7 

薬の作用については、指導前34%で指導後も48%しか

理解できていなかった。薬は言われたとおりに内服し

ていればいいと思っているのみで、なぜ薬が必要かま

では考えていない人が多く 、今後も再三の指導を行う

必要があると考えられた。

薬の作用
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Fig. 8 

おわりに

血液透析患者29例に対して 5項目の質問事項について

聞き取り調査し、再指導の方法を検討した。

患者との対話による質疑応答形式で、の指導を行った結

果、従来のパンフレットによる指導よりも理解度をよ

り深め有効であり、以後の生活指導にも役立つと思わ

れた。

全土圭五
11'ロロロ

血液透析患者2919IJに対し 5項目の質問

事項を聞き取り調査し、再指導の方法

を検討した。

患者との対話による質疑応答形式での

指導を行った結果、従来のパンフレッ

卜による指導より、全項目で理解度を

深め有効であり、以後の生活指導にも

役立つものと思われた。

Fig. 9 

参考文献

1)斉藤明 太田和宏他;透析ハンドブック医学書院、

1993f!三

2 )平沢由平他;透析療法マニュアル、 日本メデ、イカ

ルセ ン夕 、1993年

3 )小松島赤 卜字病院透析室編，透析を受けられる患

者さんへ、 1994

A Study on Understanding of Dialysis Therapy 
in Chronic Dialysis Patients 

Mariko KIT A T ANI， Misao KOKOO， Tamaki KAJI， Mie OSIMA， 

Tomoe ENDOU， Noriko TAKEUCI-II， Hiromi KUME， 

Junko KIRAI， Hisako URAKA， Tuneaki WATANABE 

Division 01" Dialysis， Komatushima Red Cross I-Iospital 

122 慢性透析患者における
透析療法に対する理解度の検討

Komatushima Red Cross Hospital Medical Journal 



Although we have made an instruction pamphlet of the introduction phase and instructed patients since 

April， 1990， they seemed not to always understand it sufficiently. Therefore， we conducted an oral survey 

of five items which should be specially known， in 29 patients who were introduced to hemodialysis during 

the period from April， 1990 to April， 1997 Especially， those patients who were found to understand it 

insufficiently were instructed again after the survey. Two months later， the oral surv巴ywas repeated. 

The results indicated that the instruction method of the question and answer type by conversation with 

patients was more effective to deepen its understanding in comparison with instruction by pamphlet. 
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